
　学校において個別の人権課題に関する授業を行う際、授業者が様々な悩みや不安を抱えている場合が

あります。一方で、意図していなかったにも関わらず、結果として児童生徒の学びが深まった経験を持

つ授業者もいます。

人権教育を進めるに当たり、こんなことを考えた（感じた）ことは、ありませんか？

一方で、こんな経験はありませんでしたか？

□　これまで授業で人権課題を扱ってきたけれど、知識に偏っていたなぁ…。
□　授業だけで終わってしまっていて、日常生活になかなか結び付いていない？
□　授業で人権課題を扱いたいけど、力不足でないかとても不安…。
□　差別のばらまきにならないようにしないと！　でも、どう伝えればいいの？
□　学習内容のつながりに課題を感じてしまう…。小学校や中学校、特別支援学校ではど

んな学習をしているの？
□　人権教育って、これまで学年会議で事前に話し合ったことはあるけど、事後の「振り返

り」ってほとんどしてこなかったなぁ。

□　教師は意図していなかったが、授業中、児童生徒が自ら他の人権課題や他の教科にお
ける学習との関連性に気付いて発言してくれたので、内容が深まった。

□　授業後、児童生徒が学習した内容と自分自身の体験や経験を伝えに来てくれた。また
後日、関連するニュースや新聞記事等をわざわざ伝えに来てくれた。

□　児童生徒が家庭で個別の人権課題に関する学習の感想を話してくれたと、保護者が教
えてくれた。

１　体系化された人権教育の構築に向けて

　児童生徒が人権学習を積み上げていくために、家庭・地域や校種間でどのように連携すればいいのか、また、

教師自身が知らない間につい一方的に教え込む授業に陥っていることに、どうしたら気付くことができるのか、そ

して、子どもたちにとって今、必要な授業となるために、どのように内容を見直せばいいのか、さらに、教職員が

研修で学んだことをどのように授業に生かし、それをどのように意識していけばいいのか、指導する上での悩みや

不安を解消して、自信をもって授業に臨むためには、どのように意欲を高めていけばいいのか、というような先

生方の声に対して、学校がこれまで有効な解消の手立てを示せなかったことに課題があったのではないでしょうか。

　そのためには、例えば、校種を越えて、地域・家庭の中で児童生徒がどのような学びや生活をしてきたのかを

知る「協働化」、学校全体の人権教育の現状を分析する「外化」、児童生徒の実態と学習内容のズレを見直す「最

適化」、研修内容を絶えず振り返ることができるようにする「意識化」、指導上の不安や心配事を解消し、参画意

識を高めることで一人一人が人権教育に積極的に取り組む「主体化」といったことが必要です。それが、その場

かぎりで個々に行われるのではなく、継続して相互に機能することが、「体系化された人権教育」の推進にとって

大切なことだと思います。

「体系化された人権教育」を推進する

ためには、「協働化」「外化」「最適化」

「意識化」「主体化」が、継続して相互

に機能する必要があります。その状態

を、それぞれのキーワードの一部を

とって「Re: モデリングが機能した状

態」と呼びます。
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学校としての取組を表面化し、体系的に整理するために

個別の人権課題の授業に関して、市町村教育委員会、県立学校への聞き取りを行った
ところ、先生方が次のような悩みや不安を持っていることが分かりました。

・「授業をしなければいけないとは分かっているが、なかなか個別の人権課題について特定の
教科以外での取組を進めることができていない」

・「歴史的背景などから一部の詳しい先生に任せきりになってしまっている」
・「教師たちの人権課題に関する理解や知識がまだまだ足りないため、踏み込んだ授業を実施
できていない」

・「毎年同じことの繰り返しのようになってしまい、積み上がっているように思えない」
・「生徒の本音が聞ける授業づくりができていない」
・「学年間での授業の方向性を定めるのが難しい。経験の差によって授業の質が変わってしまう」
・「若年層がどう教えていいかわからない」
・「人権に関する状況も変化をしているので、ベテラン教員も学習し直す必要があるのではな
いか」

他校や異校種との比較で、自校の
特徴が分かる

本年度の目標 〇〇〇〇

各学年の目標 〇年生 〇年生 〇年生

　　　　方策 　▲▲ ▲▲ ▲▲

各教科等における具体的方策

国語科 ◇◇　◇◇

社会科 □□　□□

…

人権教育全体計画（例）

全ての教職員が学校の取組を
全体像として把握できる

年間指導計画（例）

〇年 〇年 〇年

4月 〇〇 △△ □□

5月 ◇◇ ●● ▼▼

6月

7月

9月

…

　現在、各学校においては、当該年度における取組の全体像を具体的に把握し、共通認識をもって人権教育に

取り組むために、人権教育の全体計画や年間指導計画等を策定し、教育活動全体を通じた人権教育の推進を

図っています。

　しかしながら、「体系化された人権教育」の推進のためには、これまで児童生徒が人権学習でどのような積み

上げをしてきたのか、一方的に教え込むような授業に陥っていないかどうか、研修で学んだことを授業に生かせ

ているのか、自信をもって人権教育の授業に臨むことができているのかについて、「外化」を通して学校全体の

人権教育の現状を表面化し、学校の取組の評価と分析を行う必要があります。

　そのために、まず「体系化表」を作成し、学校としての取組を体系的に整理します。「体系化表」とは、学校

の教育活動全体を通じて行われる取組を、それぞれの系統性や関連性を踏まえて再整理できるものであり、「外

化」のためのツールとなっています。また、「体系化表」をもとに校種を越えて意見交流などを行うことで、自校

の「協働化」「最適化」「意識化」「主体化」の取組を相互に機能させ、人権教育をさらに推進させることにつな

がります。

自校の取組の改善が図られるだけでなく、
体系化表を通じて、県内の学校と校種を越
えた意見交流ができるようになります。

他校や異校種の体系化表
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　本手引書でいう「体系化」とは、個別の人権課題に関する学習を含め、各学校において行われてい

る人権教育の内容を、授業のねらいを重点化し、児童生徒の発達段階に応じた系統性や、人権課題相

互の関連性等をふまえ、「ふれる・気付く」こと、確かな認識に「深める」こと、解決に向けて「発信

する・行動する」ことの３つの視点で整理することです。

この３つの視点については、平成 20 年３月に文部科学省が公表した「人権教育の指導

方法等の在り方について [ 第三次とりまとめ ]」においても、重要な視点として位置付

けられています。

　〔第三次とりまとめ〕 指導等の在り方編　

　 第Ⅱ章　第１節　２ （３） イ　人権教育の全体計画 ・ 年間指導計画の策定

　全体計画については、例えば、小学校では体験・交流活動を通して、児童が自分で 「ふれる」、「気

付く」 こと、中学校では他者に「気付く」ことを確かな認識に 「深める」 こと、高等学校では自分自

身の生き方と関連させ、解決に向け地域社会に 「発信する」、「行動する」 ことに重点を置くなど、発

達段階に相応した目標を設定することが望ましい。

※　特別支援学校や特別支援学級における活用について

　ここでは、［第三次とりまとめ］にならい、小学校・中学校・高等学校と表記しております

が、本手引書における体系化の考え方は、特別支援学校や特別支援学級（以下、「特別支援

学校（学級）」という。）での指導においても、活用できるものと考えております。具体的な

活用については P.14を参照してください。

高等学校

中学校

小学校

系統性を持たせる

ね
ら
い
の
重
点

化
を
図
る

児童生徒が今まで知らなかった人権課題を初めて学習することが、「ふれる・気付

く」なのかな？　とすると、一度学習したことを「深める」活動があって、解決

にむけた「発信する・行動する」活動までつなげていくイメージでいいのかな？

小学校で考えると、地域の人権センターへの訪問やゲストティーチャーの講話などが、

「ふれる・気付く」活動で、そこでの学びをさらに調べるなどするのが「深める」活動。

学んだことを人権ポスターや人権作文で表現することが「発信する・行動する」活動と

イメージしたのだけれど。中学校や高等学校では、どうなんだろう。

「発信する・行動する」活動を行うことで、児童生徒に新たに「ふれる・気付く」ことが出てく

ることも考えられるので、必ずしも順序性があるわけではなさそうだ。ただ、そうして発展し

ていくことを考えると、小学校の低学年段階から積み上げていくというイメージも大切だな。

２　人権教育の体系的な整理に当たって

（１）　本手引書における体系化について

本手引書における「体系化」の定義

ふれる・気付く 深める 発信する・行動する
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ねらいの重点化について

 普遍的な視点と個別的な視点からのアプローチ について

小学校の場合、特に低学年などは、人権に関する学習を行う際に、

個別の人権課題を直接扱わないことが多いのですが？

人権教育の手法には、「普遍的な視点からアプローチ」と「個別的な視点からのアプロー

チ」があります。時機を捉えて効果的に学習を進めることが大切です。

　人権教育の手法については､人権一般の普遍的な視点からのアプローチと、同和問題や障がいのある人に関す
る問題などの具体的な人権課題に即した個別的視点からのアプローチとがあり、この両者があいまって人権尊重に
ついての理解が深まっていくものと考えられます。学校教育においては、様々な人権課題の中から､児童生徒の発達
段階に配慮しつつ、それぞれの学校の実情に応じて、より身近な課題、児童生徒が主体的に学習できる課題、児童
生徒の心に響く課題を選び､時機を捉えて､効果的に学習を進めていくことが求められます。

普遍的な視点からのアプローチ
「法の下の平等」「個人の尊
重」「人権の概念」「多様性
の受容」等といった普遍的な
視点から人権について学ぶ
こと

個別的な視点からのアプローチ
女性、こども、高齢者、障がいのある人、同和問題（部落差別）、アイヌの
人々、感染症、ハンセン病患者・元患者やその家族、刑を終えて出所した人や
その家族、犯罪被害者やその家族の人権、インターネット上の人権侵害、北
朝鮮当局によって拉致された被害者等、ホームレスの人権及びホームレスの
自立の支援等、性的マイノリティに関する人権、人身取引（性的サービスや
労働の強要等）事犯への適切な対応、震災等の災害に伴う人権問題など

　小学生は比較的自由かつ具体的に感想を書いているが、中学生の感想には、素直に受け入れていないような
反発性を感じる。そこには、決して本音ではないものの、何か乗り越えられない壁を感じ、もがいている様子
のような印象を受ける。この反発は、さらなる進歩につながるものなので、大事にして考えを深める契機にすべ
きだと思う。
　高校生のものは、意外と自分なりのメッセージ性が乏しく、もっともっと意見を引き出さないといけないと感
じる。専門学校の生徒や、大学生、例えば医学部生などは、自分の将来の生活と結びつけた具体的なイメー
ジで回答している傾向がある。それは、将来の職業意識が強いからだと考えることができる。

　同じ学習活動や指導方法で行われたものであったとしても、「ふれる・気付く」「深める」「発信する・行動
する」という３つの視点と照らし合わせてみると、何を学習のねらいとするのかによって、授業のありようが
変わります。
　例えば、個別の人権課題に関する学習を行う際、当事者の方を招くという活動を設定したとします。そこで
語られる内容が児童生徒にとって初めて知るようなものであった場合は、「ふれる・気付く」と位置付けるべき
でしょう。また、事前に当該人権課題について調べ学習等を行った後に、当事者に対しインタビューを行い、
事前学習の内容と照らし合わせるような場合は「深める」、さらに、これまでの学習成果を披露したり、自ら
の意見を聞いてもらったり、議論したりするような場合は、「発信する・行動する」と捉えるべきです。そのた
めには、活動や方法だけでなく授業のねらいについて、どのように設定すべきか各学校で共通理解を図るこ
とが大切です。これを手引書では「ねらいの重点化」と表現しています。

児童生徒の発達段階等を踏まえた指導方法の工夫について

教材によっては、「ふれる・気付く」場面でも、「深める」場面でも、
どちらの場面においても学習できるものがありますが…

国立ハンセン病資料館は、多くの来館者の感想を細かく分析し、今後の取組の参考にしているそうで
す。国立ハンセン病資料館の館長であり、本手引書の調査研究委員会の座長でもある九州大学名誉
教授の内田博文先生が、発達段階等を踏まえた指導を行っていく上で役立ててほしいと、以下のこと
について、お話くださいました。
授業後の児童生徒の声や感想を分析し、今後の指導に活用する際の参考にして下さい。

　学校において人権教育に取り組む際は、児童生徒が心身ともに成長過程にあることを十分に留意した上で、それ
ぞれの発達段階に即した指導を展開することが重要です。それを踏まえ、これまで取り組んできた学習の点検・評
価を行う際に児童生徒の今の実態とズレが生じているならば、見直しを図る必要もあります。

調査研究委員会　内田博文座長の話
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（１） 人権に関する知的理解に関わる指導内容

　「知識的側面」 の育成については、各教科等をはじめ、あらゆる教育活動の場において、あらゆる機会を捉えて

積極的に取り組むことが求められる。

　様々な人権意識に関する調査等の結果からは、人権に関する客観的・科学的知識をある程度まで習得している

人についても、その知識が社会や個人の生活の変容に資する生きた知識として内面化され、主体化されていない

といった傾向がうかがえる。こうしたことからも、人権教育をより一層充実させる観点から、知的理解に関わる内

容の指導を特に取り立てた形で行うことが必要となってくる。この側面の指導に当たっては、単なる知識伝達に止

まらず、その知識内容を自らのものとして肯定的に受けとめ、情緒的にもそれに共感できるようになるための主体

的な学習を可能にする教授法を活用する努力が求められる。その指導は必ずしも教材を読んだり、講話を聴いた

りする方式である必要はなく、むしろ、児童生徒の自己活動的、主体的関与を促すような学習や、主体的な関与

と取組を基礎とする体験的な学習の機会を提供できるよう、工夫が求められる。同時に、個別的・個人的な学習

形態よりも、グループ活動も含む協同的・協力的な形態の学習を、より多く取り入れていくことが望まれる。

  なお、知識的側面の指導内容の構成に当たっては、特に人権擁護に実際に役立つような実践的知識を積極的

に組み込むことも必要である。

（２） 人権感覚の育成に関わる指導内容

　人権意識等を育み、人権課題の解決に向けた実践力へとつなげていくためには、人権に関する知的理解に加

え、人権感覚を養うことが特に重要となる。人権感覚を育成するには、「価値的 ・ 態度的側面」 や 「技能的側面」

に属する諸要素としての価値や態度、諸技能を身に付けさせることが必要である。しかし、いきなり整合的な全体

計画の中でこれらを一挙に育成することは容易ではない。そこで、人権教育を通じて育てたい資質・能力の全体

構造を意識しつつも、その諸要素の中からいくつかを個別的に順次取り上げて、様々な場面や機会を活かして促進

を図る取組が必要となる。

　参考 「人権教育の指導方法等の在り方について ［第三次とりまとめ］」 第２節　人権教育の指導内容と指導方法

　小学校低学年や教科によっては、授業の中で個別の人権課題を直接扱うのが難しいといっ

た声をよく聞きます。そうした場合であっても、人権に関する知的理解や人権感覚の育成に関

わる指導を行っていくことで、個別の人権課題に関する学習を行う際の素地となる、問題を解

決しようとする意識・意欲・態度が育まれます。

　その上で、個別の人権課題に関する指導を、人権教育を通じて育てたい資質・能力を３つ

の側面から総体的・構造的に位置付けて行うことで、より効果的な学習が期待されます。

（２）体系的な整理に向けた人権教育の指導の在り方について

人権教育を通じて育てたい資質・能力との関連について

３つの視点と人権教育を通じて育てたい資質・能力との関連

【イメージ図】
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「ふれる・気付く」について

　本手引書では、児童生徒が個別の人権課題当事者や当事者支援に関わる人々等の思いに接し、自分にとって

も関係があるというように、相手との関係性を自覚した状態を「ふれる・気付く」としています。

　ただし、これまで知らなかったことを初めて知識として得ることは、あくまでも知ったにすぎず、事柄と自分と

の関係にまだ距離を感じている状態です。さらに、教師から知らされるのではなく、児童生徒が主体的な学習を

通して、自発的に新しい発見や多様な意見があることを知ろうとすることで「ふれる・気付く」につながると整理

しています。

「ふれる・気付く」に関連する視点

■　距離感を近づける…　自分の知らない人権課題やマイノリティの存在を初めて知る。 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　「ふれる ・ 気付く」 活動により、 自分にも関係あることだと 「気付く」。

■　考 え を 広 げ る…　自分とは違う意見に 「ふれる」。 　自分だけではなかったことに 「気付く」。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　当たり前と思っていたものの見方や考え方、 発想が転換する。

■　立場性を自覚する…　自分がマジョリティであること （あるいはマイノリティであること） を自覚する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　人権課題に応じて自分の立場性が変わってくることに気付く。

■　関心を持続させる…　人権課題の解消に向けた取組等に関心を持つ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　関心を持ち続けようとする。 もっと知りたいと思う。

（福岡県人権啓発情報センター代表理事　谷口　研二 氏の講義資料を基に作成）

　さらに、 人権教育を通じて育てたい資質 ・ 能力における 「知識的側面」 「価値的 ・ 態度的側面」 「技能的

側面」 とは、 以下のように関連させて考えることができます。

「ふれる・気付く」に関する３つの側面との関連（例）

知
識
的
側
面

〇　人権の歴史や差別の現実、人権確立に向けた国際的な潮流について初めて知る。

〇　人権課題の解決に向けた取組や解消法が制定されたことを知る。　→　小学校学習展開例

〇　フィールドワークや地域の人権センター等の見学を通して、今まで知らなかった人権課題

やマイノリティの存在について知る。

〇　人権課題当事者との出会いや交流、視聴覚教材等を通じて、自分がこれまで持っていた先

入観との違い等、新しい発見に気付く。

価
値
的
・
態
度
的
側
面

〇　人権侵害を受けている人々や支援しようとする人々の思いにふれることで、人権課題の解

消に向けた取組等に関心を持つ。（もっと知りたいと思う・関心を持ち続けようとする）

〇　インタビューや意見交流などを通じて、多様な考え方や立場性の違いがあることに気付く。

〇　自分がマジョリティであること（あるいはマイノリティであること）を自覚する。

〇　人権侵害を受けている人々や支援しようとする人々の思いにふれることで、自分にも関係

あることだと気付く。

〇　フィールドワークや地域の人権センター等の見学を通して、自分の身近な問題であるとい

うことに気付く。

技
能
的
側
面

〇　人権課題当事者との出会いや交流を通じて、それまで当たり前と思っていたものの見方や

考え方、発想が転換する。

〇　これまで学習していなかった個別の人権課題について、教科書や読み物資料、インターネ

ット等を通して情報収集する。

〇　複数の人権課題を学習していく中で、情報を吟味・分析し、人権課題に応じて自分の立場

性が変わってくることに気付く。
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「深める」について

　本手引書における「深める」とは、児童生徒が「ふれる・気付く」で身に付けた知識や価値・態度、技能と

いった資質・能力を、多様な考えと出会う中で、自分自身の学習経験、生活体験と関連付けることにより、それ

までの自分の考えが変容したり、確固たるものになったりする状態と整理しています。

「深める」と関連する視点

■　考 え を 比 較 す る…　他者の意見と比較して自分の考えを見直したり、 新たな問いを持つ。

■　再 認 識 す る…　これまでの学習を振り返り、 再び学ぶことで、 考えをより強固なものにする。

■　共感的に理解する…　自分の経験や体験、 日頃の学校生活と重ね合わせる。

■　想 　 像 　 す 　 る…　他に同じような事例がないか （なかったか） 想像する。 背景を見取り、別の見方が

　　　　　　　　　　　　　　　 　 ないか想像する。

■　価 値 付 け る…　意義や社会的影響等を見いだす。 普遍化して考えることができる。

■　関 連 付 け る…　別の場面における学習と関連づけて自分の考えをつくる。 社会構造との関連で考

　　　　　　　　　　　　　　　 　 える。

■　根 拠 付 け る…　自分の意見や考えの根拠を探す。 知り得た情報を根拠とすることができる。

■　動 機 付 け る…　自分の意識を行動に移すきっかけとすることができる。

（福岡県人権啓発情報センター代表理事　谷口　研二 氏の講義資料を基に作成）

「深める」に関する３つの側面との関連（例）

知
識
的
側
面

〇　差別を社会問題として捉え、その解決に向けた取組の意義を理解する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　中学校学習展開例

〇　再び学習することによって、既習事項に対する認識をより確かなものにできる。

〇　人権の歴史や現状、国内外の法令等、人権侵害を受けている人々や支援しようとする人々

の話をもとにして、自分の意見の根拠とすることができる。

価
値
的
・
態
度
的
側
面

〇　人権課題当事者や共に生きようとする支援者などの話を聞き、そこで得た知識を自らのも

のとして肯定的に受けとめる。

〇　人権侵害を受けている人々や支援しようとする人々の思いを知り、自分の経験や体験等と

重ね合わせて考えることができる。

〇　これまで学習して得た知識を結び付け、正義、自由、平等などの実現という理想に向かっ

て活動しようとする意欲や態度を高める。

技
能
的
側
面

〇　他の人権課題と関連付けて考えるなどして、自分の考えを広げたり、普遍化して考えたり

することができる。

〇　ステレオタイプ、偏見や差別を見抜き、差別を社会構造との関連から考えることができる。

〇　偏見や差別につながらないよう、他者の痛みや感情を共感的に受容できる想像力や感受性

を働かせる。
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「発信する・行動する」について

　本手引書における「発信する・行動する」とは、児童生徒が人権に関する学習で身に付けた知識や価値・態

度、技能といった資質・能力を生かしながら、様々な媒体を使って、意識を行動へと変容できるようになることを

指しています。

　必ずしも「ふれる・気付く」から「深める」へという順番にとらわれる必要はなく、まず「発信」したり、「行

動」したりすることにより、新たな「気付き」につながることも考えられることから、それぞれを有機的に関連付

けた指導を行っていくことが大切です。

「発信する・行動する」と関連する視点

■　言　語　化　す　る…　自分の意見や考えを他の人に説明する。 自信が持てなくても、 聞いてもらいたい

　　　　　　　　　　　　　　　　　自分の考えを他の人に相談する。

■　文　章　化　す　る…　自分の考えや意見を他の人に伝えるために整理し、 文章化する。

■　伝 　 　 え 　 　 る…　相手を肯定するメッセージ、 相手の選択肢を広げるメッセージ、 非暴力のメッセー

　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ、 誰一人取り残さないという包括的なメッセージを伝える。

■　意 　 見 　 す 　 る…　討論や会話、 対話を行ったり、 場合によっては 「おかしい」 と言えたりする。

■　探 　 究 　 す 　 る…　自分の考えや意見の比較や検証をするための計画を行い、 実行する。

■　自 　 立 　 す 　 る…　自分のできることは自信を持って行い、 他の人から求められた助けに応じる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　自分にできないことがあれば、 他の人に支援を求める。

■　社会へ働きかける…　胸を張って前を向く生き方を目指す。 社会に対して自分にできることを行う。

（福岡県人権啓発情報センター代表理事　谷口　研二 氏の講義資料を基に作成）

「発信する・行動する」に関する３つの側面との関連（例）

知
識
的
側
面

〇　協議や討論などの活動において、自分の考えを裏付ける根拠をもとに説明できる。

〇　自他の人権を擁護し人権侵害を予防したり解決したりするために必要な実践的知識をもと

に発信したり、行動の根拠としたりすることができる。→　高等学校学習展開例

〇　これまでの学習成果をもとに、人権啓発の作文やポスター等を作成する。

価
値
的
・
態
度
的
側
面

〇　差別のない社会の実現に向けて主体的に関与しようとする意欲や態度を発信する。

〇　地域の人々を招いて、人権教育に係る学習の成果等を発表する。

〇　当事者や共に生きようとする支援者等との意見交流の場において、自分の意見を聞いても

らう。

〇　フィールドワークや地域の人権センター等の見学を通した学習の後、より深く学ぼうと調

べたり、実際に行ってみたりする。

〇　多様な考えや立場性の違いをふまえつつ、相手を肯定するメッセージや非暴力で包摂的な

メッセージを相手に伝える。

技
能
的
側
面

〇　協議や討論等の場において、能動的な傾聴、適切な自己表現等をもとにコミュニケーショ

ンを行う。

〇　人間関係のゆがみ、ステレオタイプ、偏見、差別を見きわめる技能をもとに、日常生活の

なかにある差別や偏見の解決に向けて行動する。

〇　自分のできないことには謙虚になって、できる人に支援を求め、人からできないと求めら

れたら支援を行う。
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各教科等における人権教育の視点等について

同和教育資料第２６集（福岡県教育委員会、平成１３年）をもとに作成

国
語
科

自他の人権を大切にするため、人間関係づくりを基盤とした自己表現力やコミュニケーション能力の育成を重視して
きた人権教育の取組は国語科における教科の目標と密接な関連を持つものです。また、県教育委員会作成の教材におい
ても言語表現と表情との関係について見つめ直したり、手話や点字、ハングルなど多様な言語との出会いを通して豊か
な言語感覚を育むことを目的にした教材があります。

社
会
科 

社会科のねらいは、民主主義の確立のための人間形成を図るという人権教育と密接な関連があります。また、社会科
において同和問題の学習を計画するに当たっては、歴史研究の成果や憲法をはじめとする法・制度的事項及び社会的背
景や実態についての深い認識が不可欠であるとともに、互いの違いを尊重し、豊かな人間的・社会的関係を築いていく
ための取組が求められます。県教育委員会作成の教材においても社会の矛盾や不合理を正し、自己実現をめざす基礎を
養うことをねらいとした教材が多くあります。

算
数
・数
学
科

人権教育は、科学的認識に立って、自らの課題として様々な人権課題の解決にあたる児童生徒の育成を図ることをね
らいとしていますが、算数・数学科はその基となる客観的・合理的・実証的な見方・考え方や様々な角度から情報を集め、
それらを分析・統合する力等を育てる重要な役割を担っています。また、学力と進路の保障に関わる課題の解決にとって、
算数・数学科の指導は重要です。県教育委員会作成の教材においても、身近な統計や生活に関わる数字をもとに、合理的・
論理的な思考を促す教材もあります。

理
科

人権教育がめざしている生命尊重や共生の精神の育成等に必要な科学的認識を高める基盤となるものと理科における
教科の目標とは密接な関連があります。多様性と共有性を学習する過程で、違った性質を持ったものが集まって自然を
作っていることは、人間の世界にも文化や人種あるいは個々に多様性があることを理解することへ発展させることがで
き、自他の生命を尊重する豊かな生命観や人権尊重の考え方を育てることにもつながります。県教育委員会作成の教材
においても多様な共生イメージを喚起する教材があり、特に生命尊重のための教材には、理科の指導目標の達成に効果
的なものがあります。

生
活
科

生活科において、児童が体や心を活発に働かせて身近な自然や人々に積極的にかかわる学習活動を体験することによ
って、自分自身や生活に目を向け、自分はどう行動したらよいのか考えさせ、自ら判断し行動する自立への基礎を養う
とともに、人との関わりを通して心豊かな人間性や社会性を育成することは、豊かな生活体験を通して肯定的なセルフ
イメージを形成するとともに、家庭・地域社会と連携した学習活動を創造することによって学力向上の基盤を培おうと
する人権教育のねらいと密接に関連するものです。県教育委員会作成の教材には、身近な人々、社会及び自然との関わ
りを通して自立への基礎を養うことを目指した教材があります。

音
楽
科

児童生徒の音楽のよさや美しさに対する感受性や興味・関心、知識・技能は児童生徒の生活環境や生活体験によって
一人一人異なるものであることを踏まえ、生涯にわたって音楽に親しみ、生活に喜びと潤いをもたらす基盤となる能力
や態度を育成することは、「人権教育のための国連１０年福岡県行動計画」で目指している多元的文化や多様性を容認す
る心の育成等と密接な関連を持つものです。県教育委員会作成の教材には、表現活動や鑑賞活動の基盤となる自然体験
や社会体験を通して豊かな感性、感動する心を育み、協調協働の喜びを味わることを目的とした教材があります。

図
画
工
作
・美
術
科

造形的な創造活動を通して培われる対象を深く観察する力、美に対する感受性、豊かに発想して構成する力や、表現
活動によって得られる喜びは、児童生徒が生涯にわたって自己実現を目指して生きるために必要な資質・能力です。こ
れらは、人権教育が目指している豊かな感受性や確かな表現力の育成等と密接な関連を持っています。造形表現活動の
過程は、児童生徒が自らの行為を見直し、自己を見つめながら新しい自分を発見する過程です。また、他者の見方・考
え方や表し方と自分の表現との違いに気付き、他者に共感したり新しい表現方法を創造したりすることによって、仲間
とともに創造する喜びを味わわせることが大切です。県教育委員会作成の教材には、造形表現活動や鑑賞の基盤となる
豊かな感性を育み、創造する喜びを味わわせることも目的とした教材があります。

体
育
・保
健
体
育
科

健康に関する現代的な課題の多くが、「自分の存在に価値や自信を持てないなど、心の健康問題と大きく関わっている」
と指摘されていますが、人権教育は児童生徒の健康阻害の実態・原因を明らかにし、健康を保障する取組を課題として
きました。健康は、全ての人々の願いであり、「人間らしい生活のできる権利」です。また、指導方法においても、知
識をもとに意志決定できる能力を身に付けるため、人権教育の手法に学び、固定観念や偏見に気付く活動を仕組んだり、
ロールプレイやディスカッション等の体験的な活動を取り入れるなど、多様な学習形態を工夫することが考えられます。
県教育委員会作成の教材には、「自分もできる」といった自信や「自分は役に立っている」といった有能感・有用感を感
得し、肯定的なセルフイメージを形成することをねらいとした教材があります。

家
庭
科
、技
術
・
家
庭
科

家庭科、技術・家庭科においては、児童生徒が家庭生活及びそれに関連する地域社会の充実向上と、男女共同参画社
会の推進や、人間の福祉増進に主体的に寄与することができる資質を育成することを目指しています。生活をよりよく
しようとする意欲と実践的な態度を育成することは、自己実現を目指して成長していこうとする欲求を喚起していくこ
とであるとともに、人権尊重の精神を基盤として、差別を解消しようとする意志と実践力を養うという人権教育推進上
の課題解決にとって重要な役割を果たすものです。また、県教育委員会作成の教材には、家族や地域社会に関心を寄せ、
そのよりよい在り方を考えていくことを目的とした教材が多くあります。

情報化の進展に伴い、人権教育の視点を踏まえた情報モラル教育を実施し、人権感覚に裏打ちされた情報活用能力の
育成も求められています。

外
国
語
科

「人権」は２１世紀のキーワードとして語られています。国際化が進む中、それを阻むものが、異なるものを排除する
考え方であり、固定観念や偏見だと言えます。このような状況を考えたとき、外国語教育を通して、言語や文化に対す
る理解を深め、実践的コミュニケーションの力の基礎を養うことは、人権教育の観点からも極めて重要な課題です。そ
れぞれの国や地域の言語や文化に対する理解を深めるには、その言語の背景にある生活や文化と関連づけて考えていく
ことが重要です。そのためには、教職員自身が教材に対し固定的な見方をしていないかを常に問いながら点検しておく
ことが大切です。県教育委員会作成の教材には、「国際理解」を指導目標にしているものがあります『かがやき』には、
小学校段階から様々な言語にふれることによって豊かな言語感覚とコミュニケーション意欲を喚起することをねらいと
した教材も収めています。
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道
徳
科

道徳科では、教師と児童生徒が共に考え、共に語り合い、人間としてのよりよい生き方を求めていくことが大切です。
特に、生命の尊重、人格の尊重、人権の尊重、人間愛など人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念を培うための内容は、
人権教育の目標と深くかかわるものです。したがって、道徳科の指導においては、児童生徒の発達段階に即して、人権
教育の目標を踏まえた指導計画を作成することが大切です。また、 道徳科の教材選定・活用については、児童生徒が道
徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方についての考えを深め
ることができるよう、人権教育のねらいと整合性を図ることが重要です。

実際に多くの県教育委員会作成の教材が道徳科の時間で活用されており、道徳科の内容項目との関連化をふまえ、価
値の内面化が図られています。

特
別
活
動

話合いやグループ活動を通して、助け合いや思いやりの心を育てたり、学校行事等におけるボランティア活動などの
社会体験や自然体験などを通して豊かな心を育てたりすることは、人権教育の目標に結び付くものです。

そこで、特別活動の実施に当たっては、特別活動の目標や特質を踏まえるとともに、人権教育の目標に基づいた年間
指導計画を作成することが大切です。特に、児童生徒の日常生活に見られる人間関係の問題や様々な人権問題に関する
内容については、学級活動やホームルーム活動において指導の充実が図られるように指導計画に位置付けることが求め
られます。

県教育委員会が作成した教材には、児童生徒が学校、家庭、地域社会などの生活で出会う人間関係の諸問題や発達段
階に応じて想定される不安や悩み、進路選択・決定に関する諸問題などを素材として、それらをよりよく解決していく
ことをねらいとした教材があります。

総
合
的
な
学
習
（探
究
）の
時
間

総合的な学習の時間は、自ら学び自ら考え、問題を解決する力などの生きる力の育成や学び方やものの考え方の習得
などのねらいの下、各教科等で身に付けられた知識や技能を相互に関連付け、総合的に働くようにすることを目指すも
のです。

この時間を通して、各教科等の時間に培った人権尊重に関する知識・価値観・技能を相互に関連付けて深めさせたり、
新たに身に付けさせたりして、総合的に働くようにすることが大切です。その際、課題追及に活用できる資料や情報を
整備するとともに、地域のひと・もの・こと等の発掘に努め、地域素材の教材化も可能となります。

また、高等学校で新設された総合的な探究の時間においては、小・中学校における総合的な学習の時間の取組の成果
を生かしつつ、より探究的な活動が重視されています。解決の道筋がすぐには明らかにならない課題や、唯一の正解が
存在しない課題に取り組みながら、「最適解」や「納得解」を見いだすことを重視し、得られた知見を生かして社会に参
画しようとする自律的な探究が新設の趣旨となっています。

県教育委員会が作成した教材には、国際理解、情報、環境、福祉・健康などの今日的課題に関する素材を切り口にし
て人権意識を育成する教材があります。

　特別支援学校や特別支援学級には、小・中・高等学校学習指導要領に準ずる教育課程や、知的障がいである児

童生徒に対する教育課程等、児童生徒の実態に合わせて教育課程が編成されていますが、人権教育を通じて育てた

い力、目指す姿は同じものです。したがって、本手引書は、特別支援学校（学級）での指導においても活用できる

ものと考えています。ただし、指導の際に、児童生徒一人一人の実態や障がいの特性に合わせて、手立てや方法等

が変わってきますので、本手引書の活用のための適切な手立てや方法については、特別支援学校の教職員の専門性

が求められていると言えます。

　特別支援学校（学級）で日常的に行っている教育活動は、児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、適切な指

導及び必要な支援に基づいたものであり、それは、一人一人の児童生徒を深く理解することを指導の出発点とする人

権教育とつながるものです。言い換えるならば、「特別支援学校（学級）ではどのような人権学習をしているのか」で

はなく、「普段の教育活動そのものが人権教育」と言えます。

　特別支援学校（学級）では、家庭や行政・福祉・医療等の関係機関と連携しながら、特に社会に出た後も自立

して生活できる力を身に付ける学習を行っています。また、自分が差別された時に、どのような行動をするかというこ

とも含めて指導を行っており、それは、保護者の願いでもあります。

　近年の障がいのある方を取り巻く社会状況を見ますと、障害者権利条約の批准に向け、国内法の整備が行われ

ました。その中で重要視されたものの一つが、障がいのある方の権利擁護の取組です。このことを踏まえると、特

別支援学校（学級）において、自分たちが持つ権利について「ふれる・気付く」学習、自分たちが持つ権利がどの

ように生活に結びついているか「深める」学習、自分たちの権利が侵害されたときにどのようにするか「発信する・

行動する」学習などの、学習活動が展開できると考えます。このように、特別支援学校（学級）で人権教育を進め

る際にも、本手引書の３つの視点に分類し体系化していくことができます。

　また、現在、小・中・高等学校の障がいのある児童生徒や様々な特性のある児童生徒の状況を踏まえると、特別

支援学校（学級）において本手引書を活用した実践を様々な場で発信・提起し、議論していくことは、とても有意

義なものになると考えています。

特別支援学校や特別支援学級における活用について
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ま
と
め

説
　
明

演
　
習

準
備
物

①人権教育の全体計画及び年間指導計画　②教科書

③人権教育に係る学年の重点目標、学習指導案等　④年間行事予定（学校暦）

⑤付箋（３色　75mm × 25mm が適当）⑥ワークシート　⑦体系化表　※参照　表紙裏

「ねらいの重点化」か。
あまり意識していな
かったなぁ。

これが学校としての取組の
全体像か。課題が浮き彫り
になってきたな。

様々な実践を知ったので、意識的
に取り組むことができそうだ。

関連性や見通しが持てた
ので、授業改善のヒントも
得ることができたな。

①　校内のコーディネーターが研修内容や日
程、グルーピング等について説明する。

②　県教育委員会作成の演習等の
　説明動画を視聴する。

ワークシートをもとに、演習のねらいや内容等を
確認しながら作業を行う。

ワールドカフェ方式
①　グループで体系化表を作成する。
②　ホスト役（１～２名）、ゲスト役を決める。
③　ゲスト役は他のグループに出向き、ホスト役から体

系化表についての説明を聞く。（１回～３回）
　※　ホスト役は、他グループからのゲスト役に自分の

グループの体系化表について説明する。
④　ホスト役は、自分のグループに対して出された質問

や意見、ゲスト役は移動先で行った質問や聞いた説
明内容等についての報告を行う。

グループ協議における学び等を全体で確認する。

①　県教育委員会作成のまとめ動画
　を視聴する。（９分）
②　校内のコーディネーターが、まとめを行う。

同時進行可
20 分程度

個
人

グ
ル
ー
プ

全
体

10分×回数

10 分程度

10 分程度

グループ編成
について

初めて体系化表を作成する場合は、同学年による構成が望ましいと考えます。学校規
模によっては、例えば、小学校であれば、低学年・中学年・高学年による構成にしたり、
同じ学年を複数のグループに分けたり、また、中学校や高等学校では教科ごとの構成
や学年の枠にとらわれない構成にするなど、各学校で工夫してもらって構いません。

体系化表
について

体系化表については、模造紙等の紙媒体ではなく、デジタルホワイトボード機能等の
利用も考えられます。

（３）体系的な整理に向けた校内研修について

体系化表の作成について

・今後、自校で推進すべき重点課題について
・家庭・地域や校種間の連携について
・児童生徒に深く考えさせる授業への転換について
・児童生徒の実態とのつながりについて
・研修内容の継続的な還元について
・指導上の不安や心配事の解消について

校内研修後

校内掲示等の工夫 他校や異校種との交流
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■　ワークシート

１　人権教育を推進していくに当たり、どんな児童生徒に育てたいと考えているのか確認しましょう。
　　【参考】学校教育目標、人権教育の全体計画及び年間指導計画　等

２　人権教育を実践していく上での、教職員の課題だと思うことはどんなところですか？

３　下の体系化表に整理するために、まず、以下の①～③について、それぞれ３色の付箋紙に記入しま
しょう。
　　【参考】人権教育の全体計画及び年間指導計画、教科書、年間行事予定（学校暦）　等

　①　個別の人権課題に関する学習内容（学年等での取組、教科等における学習）（　　色）
　　　小学校の例　　【道徳科】『あおぞら２』「車いすのおじさん」　【社会科】室町文化　等
　　　中学校の例　　【美術科】ユニバーサルデザイン　【社会科】多文化共生社会
　　　高等学校の例　【国語科】現代文の題材　【特別活動】「ありのままの私」でいられる社会をつくりたい
　②　個別の人権課題を直接扱っていないが、人権感覚の育成に関わる学習内容　（　　色）
　　　小学校の例　　【特別活動】『かがやき』「いいとこみつけ」　【家庭科】私の家族と生活　等
　　　中学校の例　　【保健体育科】感染症の予防　【理科】生物の生殖や遺伝
　　　高等学校の例　【情報科】情報モラル　【数学科】論理的な思考
　③　その他、教科等授業以外の教育活動で行われている人権教育に係る取組（　　色）　
　　　小学校の例　　【夏休み】人権標語の作成　【〇月】運動会における取組
　　　中学校の例　　【〇月】修学旅行の取組　【総合的な学習の時間】学習成果報告会
　　　高等学校の例　【〇月】文化祭におけるステージ発表　【〇月】避難訓練における連絡事項

【体系化表】

校種 学年 ふれる・気付く 深める 発信する・行動する

学
校

　
　

年
生

「ふれる・気付く」「深める」「発信する・行動する」についての詳細は、P.10 ～ 12 を参照してください。

４　３で３色の付箋に書いた学習内容等を、授業のねらいをもとに体系化表に整理していきましょう。

５　４の活動を通して、自身の授業や学校全体の取組を見直す上で感じたことを記入しましょう。

メモ

メモ
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■　体系化表作成の手順

【各学校における年間指導計画等】
1 年 2 年 3 年

4 月 〇〇 △△ □□

5 月 ◇◇ ●● ▼▼

6 月

7 月

9 月

10 月

体系化表 ふれる・気付く 深める 発信する・行動する

高　

等　

学　

校

第
三
学
年

第
二
学
年

第
一
学
年

中　

学　

校

第
三
学
年

第
二
学
年

第
一
学
年

小　

学　

校

高
学
年

中
学
年

低
学
年

【特別活動】

差別解消三法

【教科名】〇月

 △△

【教科名】

〇〇

【社会科】

差別解消三法

【夏休み】

　□□

【教科名】『あおぞら』　

　「○○」

【社会科】

差別解消三法

【冬休み】

　●●

【教科名】『かがやき』　

　「○○」

差別解消三法を教科等に

位置付けた学習展開例

記号の意味　
【　】…教科名や時期、行事等　　（例）【生活科】、〇月【道徳科】
『　』…県教委作成教材集　『かがやき』『あおぞら』『あおぞら２』
「　」…教材（題材）名　（例）「どうして学校にきてはいけないのですか」

詳しくは、 第２章で

体系化を行うと、例えば「発信する・行動する」が少ないなどという気付きや「深める」に
重点をおくための改善点等が見つかるかもしれません。また、「ふれる・気付く」等の３つの
視点は「共通のものさし」の役割を果たすので、次ページ以降に、紹介している校種ごとの体
系化の例と自校のものを比べてみたり、他校と取組を交流したりすることによって、自校の取
組の特色を把握することができると思います。さらに、「この取組をＡ校は『ふれる』として
いるが、本校は『深める』に位置付けている」、「手引書にある３つの視点を、本校では【認識
の段階】【感性の段階】【行動の段階】と定義して実践している」など、校種を越えた連携を深
めていくための有意義な議論も期待できます。

※　〇〇や△△等の記号は、年間指
導計画等に位置付けられた学習内
容を表しています。

教科書

個別の人権課題に関する学習内容

人権感覚の育成に関わる学習内容

教科等以外
での取組

【学校行事（修学旅行）】

　◇◇
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■　研修動画 （まとめ編） の活用について

平成１５年から文部科学省「人権教育の指導方法等の在り方について［第三次とりまとめ］」の作成に関わ
られた谷口研二先生に、今回の研修のまとめをお願いしました。

動画としてアップロード（表紙裏にURLと二次元コードを掲載）していますが、その内容は、以下の通りです。

１　同和教育は、子どもの現実に向き合うことから始まった
○　同和教育は、あらかじめ学習指導要領や教科書・年間計画等があって

始まったのではない。
○　子どもの現実と向き合うことを原点とする教育の方法の中から生

み出されていった。
２［第三次とりまとめ］の背景と意義

○　［第三次とりまとめ］（平成 20(2008) 年）は、全国同和教育研究協議会（全同教）を中心に、全
国で進められていた同和教育・人権教育を、国がその実態や推進状況を調査し、成果と課題を整理
して、人権教育の全体像として意味付け・価値付け・方向付けを行ったもので学校における人権教
育推進に関する指針として示したもの。

４　「気付く」力＝知識を身に付けるとはどういうことか

○　総合的で多面的で複雑な「生きる」という営みを近代科学に基づいて分節化された教科、領域等
に分けて収めたと思っても、学びの総合性や豊かさ、本来の意味が損なわれることもあることに対
して自覚的でありたい。

５　大切なのは、「何を知っているのか」ではなく「どのように知っているか」

○　「何を知るのか（内容）、なぜ知るのか（意欲）、どのようにして知るのか（方法）に配慮した効果
的な職員研修が求められる。

○　「何を知っているのか」と「どのように知っているのか」を区別することで授業が変わる。

６　人権教育はアクティブラーニング

○　生の声や体験を抜きにした「分かったつもり」が増えている現状はないだろうか。
〇　子どもや教師に気付きや発見、驚きがあり、それまでの認識が揺さぶられることこそが、アクテ

ィブラーニングとなり得ているかの検証基軸ではないかと思う。

７　法規認識＝リーガルマインドを中心にした知的側面からの体系化

○　思いやり・優しさが人権意識と一致しないという結果がしばしば見られる。
〇　「何を知っているのか」から「どのように知っているのか」への転換例。

８　人権教育の目標、計画、教材……は評価され、アップデートされることを前提にしている

○　差別発言、子どもからの質問や提案、社会の出来事など、ハプニングが起こる。その時に、ハプ
ニングを排除するのか、学びの活性化につなぐのか、しばしば問われるのが「現場」。これまで、学
年や関係校内委員会で協議するなど、指導内容、方法、形態などを弾力的で創造的に工夫してきた
例もある。

〇　去年の評価・改善が今年の計画になり、今年の修正が次年度の計画になるように、人権教育の方
法は、常に目標も計画も教材もアップデートされることを前提にした問題解決型のプロジェクト。

３　体系化の３つの視点

○　学校や地域によっては、様々なキーワードや考え方で学びの構造を示している例もある。
○　今回の手引書の３つの視点は、各学校や各地をつなぐ共通の「ものさし」としての役割を果たす

ことができる。

【谷口　研二（たにぐち　けんじ）委員プロフィール】
　個別の人権課題に関する指導方法等調査研究事業の調査研究委員として、本手引書作成に御協力いただ
きました。

【現職】
　公益財団法人福岡県人権啓発情報センター代表理事

【研究歴、活動歴】
　・文部科学省　人権教育の指導方法等に関する調査研究会議委員
　・北九州市立中学校教諭、福津市立小学校・中学校校長
　・県教育庁教育振興部人権・同和教育課　課長補佐
　・公益社団法人　福岡県人権研究所　事務長
　・同和教育副読本「かがやき」、人権教育学習教材集「あおぞら」編集委員
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ふれる・気付く 深める 発信する・行動する

小
学
校

六
年
生

五
年
生

四
年
生

三
年
生

二
年
生

一
年
生

　【社会科】
　室町時代の文化

　【社会科】
　差別解消法について知る

　【特別活動】
　ちがいのちがいに
　 ついて考える

　【社会科】
江戸時代　新しい学問
解体新書

　【夏休み】
　人権ポスター （保護者と共に考えて）

　【音楽科】
　手話で歌おう

　【社会科】　
　日本の国土と世界の国々

　【総合的な学習の時間】
　高齢者見守り活動にむけて

　【社会科】　
　アイヌの人々
　の暮らし

　【社会科】　
　未来につながる情報

　高齢者見守り活動

　【社会科】
　浄水場を見学しよう

　【音楽】　
　いろいろな歌の表現を楽しもう

　【夏休み】
　人権ポスター （標語付き）

　【総合的な学習の時間】
　発表会 （人権について）

　【音楽】　
　世界のともだちと歌でなかよくなろう

　【社会科】　
　わたしたちのまちと市

　【総合的な学習の時間】
　地域の人権啓発センター
　訪問

　【道徳科】『あおぞら２』
　「へそのお」

　【生活科】
　学校探検

　【国語科】
　「スイミー」

　【道徳科】『かがやき』
　「カボチャとメロン」

　【夏休み】
　人権ポスター （絵のみ）　

　【生活科】　
　ありがとうを届けよう

　【図画工作】　
　すきなものいっぱい

　【生活科】　
　たいせつないのち 　【夏休み】

　人権缶バッジ作成

■　ある小学校の体系化の例

※　第 2章に学習展開例を掲載しているものを矢印（赤枠）で示しています。
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■　ある中学校の体系化の例

ふれる・気付く 深める 発信する・行動する

中
学
校

三
学
年

二
学
年

一
学
年

【音楽科】

音楽と SDGs

【規範意識学習】
インターネット上の
人権侵害

【社会科】
安心して暮らせる社会
ユニバーサルデザイン

【社会科】
同対審答申
地対財特法

【社会科】
差別解消三法の意義を理解する

【特別活動】 『あおぞら２』
「どうして学校にきてはいけない
のですか」

【保健体育科】
性の多様性
パラリンピック

【保健体育科】
感染症の予防

【特別活動】

奨学金の取組と成果　　

【総合的な学習の時間】
中学校生活をふりかえって
・ 人権学習について

【美術科】
・ ユニバーサルデザイン
・ メッセージを込めたポスター

【夏休み】 課題　
人権作文

【社会科】
室町時代の文化

【音楽科】
・ ブルタバ （モルダウ）
・ 音楽のジャンル

【家庭科】
世界の衣食住

【特別活動】
多様な性を知ろう

【社会科】
江戸時代の身分

【学校行事（修学旅行）】
京都の伝統文化

【社会科】
全国水平社

【特別活動】
いろいろなセクシュアリ
ティの人に会ってみよう

【社会科】
「解放令」

【技術科】
・ 情報モラル
・ インターネット
上の人権侵害

【夏休み】課題　
人権作文・人権標語等

【道徳科】 『あおぞら』
「なんでバイバイするとやか」

【家庭科】
住生活について
バリアフリー

【外国語科】
異文化 ・ 言語理解

【特別活動】
教科書無償制度

【家庭科】
家族 ・ 家庭 ・ 地域
・ 家族のかたち
・ 女性、 こども、
　高齢者

【総合的な学習の時間】コース別学習
（障がい ・ 福祉コース）
当事者や当事者支援の方の講話
（国際理解コース）
日本での生活についてのインタビュー 【国語科】

ディスカッション

【夏休み】 課題　
人権作文 ・ 人権ポスター等

【総合的な学習の時間】
コース別学習報告会

※　第 2章に学習展開例を掲載しているものを矢印（赤枠）で示しています。
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■　ある高等学校の体系化の例

学年 ふれる・気付く 深める 発信する・行動する

全　

日　

制　

課　

程
（　

定　

時　

制　

課　

程　

)

四　

学　

年
三　

学　

年

三　

学　

年

二　

学　

年　

二　

学　

年

一　

学　

年

一　

学　

年

【倫理】
「ケ」 「ハレ」 「ケガレ意識」

【家庭総合】
ＳＤＧｓ
子どもの権利条約

【倫理】
多様性のある社会
障害者差別解消法
性的マイノリティ
ジェンダー平等

【美術】
デザインとテクノロジー
電動車椅子・陸上競技用義足

【特別活動】
統一用紙 / 公正な
採用選考

【特別活動】
部落差別解消推進法を
踏まえて考えを発信する

【修学旅行事前学習】　
アイヌ民族について

【音楽】
さまざまな民族の音楽

【家庭基礎】
ダイバーシティの実現をめざす
男女共同参画社会
多様性と社会的包摂
高齢者

【物理】
緊急地震速報

【日本史探究】
江戸時代の身分制度
「解放令」、 全国水平社

【修学旅行】　
北海道（国立アイヌ民族博物館）

【生物】
生態系のしくみと人間の
生活　ＳＤＧｓ　

【家庭総合】
障がいのある人への支援
移動の支援
食事の支援
衣服着脱の支援

【国語】
ショートスピーチをしよう
インタビューをしよう　

【ホームルーム活動】
社会参画意識の醸成
インターネット上における
差別 （同和問題）

【公共】
平等権、 差別をなくす取組
ハンセン病

【数学】
スロープの傾斜
角、 三角比

【情報】
ユニバーサルデザイン
カラーバリアフリー

【保健】
高齢社会に対応した取組
ユニバーサル社会

【音楽】
アイヌの芸能　
ウポポ、 レクァカラ

【公共】
女性の労働
障がい者の雇用

【情報】
情報モラル、 個人情報保護法
迷惑な情報、 災害とデマ、 フェイクニュースと
ファクトチェック

【家庭総合】
人の多様性と社会参加
ノーマライゼーション
意思決定支援

【保健体育】
性意識と性行動の選択
ＳＯＧＩ
性的マイノリティ

【公共】
差別解消三法

【公共】
ノーマライゼーション
バリアフリー
ユニバーサルデザイン

【公共】
表現の自由とヘイトスピーチ

【美術】
ピクトグラム　
ＳＤＧｓのアイコン
問題解決のためのデザイン　

※　第 2章に学習展開例を掲載しているものを矢印（赤枠）で示しています。
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■　ある地域における体系化の例

ふれる・気付く 深める 発信する・行動する

高　

等　

学　

校

第
三
学
年

第
二
学
年

第
一
学
年

中　

学　

校

第
三
学
年

第
二
学
年

第
一
学
年

小　

学　

校

高
学
年

中
学
年

低
学
年

【倫理】
多様性のある社会
障害者差別解消法
性的マイノリティ
ジェンダー平等

【ホームルーム活動】
社会参画意識の醸成
インターネット上における差
別 （同和問題）

【特別活動】
差別解消三法

【特別活動】
統一用紙 / 公正な採用選考

【日本史探究】
江戸時代の身分制度
「解放令」、 全国水平社

【家庭総合】
障がいのある人への支援
移動の支援
食事の支援
衣服着脱の支援

【公共】
平等権、 差別をなくす取組
ハンセン病

【公共】
差別解消法の成立 【国語】

ショートスピーチをしよう
インタビューをしよう　

【特別活動】
奨学金の取組と成果　　

【保健体育科】
性の多様性
パラリンピック

【社会科】
差別解消三法

【夏休み】
課題
人権作文 【特別活動】

統一用紙

【社会科】
室町時代の文化

【学校行事 （修学旅行）】
京都の伝統文化

【社会科】
全国水平社

【社会科】
江戸時代の身分

【技術科】
・ 情報モラル
・ インターネット
上の人権侵害

【特別活動】
教科書無償制度

【家庭科】
住生活について
バリアフリー

【総合的な学習の時間】
（障がい ・ 福祉コース）
当事者や当事者支援の方の講話
（国際理解コース）
日本での生活についてのインタビュー

【総合的な学習の時間】
コース別学習報告会

【社会科】
差別解消三法

【社会科】
解体新書【社会科】

室町文化
【総合的な学習の時間】
人権啓発情報センター
訪問

【夏休み】
人権ポスター

【総合的な学習の時間】
発表会（人権について）

【音楽】　
世界のともだちと歌でなかよくなろう

【冬休み】
人権標語

【図画工作】　
すきなものいっぱい

【生活科】　
たいせつないのち

【生活科】　
ありがとうを届けよう

　この表は、あくまで一例です。各学校においては、これまで

の地域で行われてきた実践や校種間での連携を大切にし、さら

なる体系化された人権教育の構築に向け取り組んでいただきた

いと思います。

　なお、特別支援学校における体系化表の例を参考にしたい場

合は、左の二次元コードを読み取って下さい。

※　第 2章に学習展開例を掲載しているものを矢印（赤枠）で示しています。
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